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　明治以降初めての天皇陛下ご生存中
の元号改正により令和と改まりました5
月。同元年の兵庫県空調衛生工業協会
の通常総会にお忙しい中多数の会員の
皆様にご出席を賜り、ありがとうございま
す。記念すべき令和元年の総会がいみじ
くも兵庫県空調衛生工業協会設立40周
年の節目の時となりましたことは、我々に
とって二重の喜びであります。本日は通
常総会の後、協会設立40周年の記念講
演会を予定しております。その後、別の会

場で通常総会懇親会と設立40周年記念懇親会を兼ね、盛大に挙行し
たいと考えております。どうぞ皆様最後までよろしくお付き合いいただ
くようお願い申し上げます。
　本日、昨年度の事業報告、決算報告、今年度の事業計画予算案を説
明させていただき、今年は役員改選の年にも当たりますので、新たな
役員も選出される予定であります。我々の業界の一層の進展に向けて
よろしくご審議いただき、結束して新しい時代に対応して参りたいと考
えております。
　私たち設備業が集まる協会として資格取得のための準備事業から
職場の労働安全といった事業、広報活動、先進技術への取り組み、行
政機関との意見交換等、若年者の入職促進、人材育成事業などに昨
年度も引き続き取り組んで参りました。一昨年から三田の建設技能研
修センターと進めている建設労働者緊急育成事業『はじめての建築
設備コース』への取り組み、高校生のインターンシップマニュアルの作
成、会員に配布等を通じ、設備業の理解と、その増進を図っておりま

す。加えて、協会の円滑な運営や行政との意見交換と理解を得るため
の一つとして会員の増強に力を入れています。それらの結果の一つ
として、会員企業の若年者表彰制度の創設など様々な活動を進めて
参っております。昨年度事業等、具体的にはこの後、それぞれ説明さ
せていただき、ご審議いただきます。よろしくお願いいたします。
　長年、事業実施に当たり支出が収入を上回るという決算報告でご
ざいましたが、本年度も昨年度に続き、黒字決算をすることができま
した。これも予算特別委員会等の努力によるものと考えております。
引き続き、財政の健全化を建議しながら、設備業の振興、業界の活性
化、人材の確保、雇用環境の改善、地域社会への貢献といったテーマ
の下に協会運営に当たりたいと考えております。そのために、さらなる
会員増強に向けての活動を強化してまいりたいと考えております。会
員の皆様のご協力をいただき、是非ともお声掛けをしていただきた
いと考えております。
　なお、総会の協議の後、協会設立40周年を記念しまして、記念講演
会をこの場所で行いたいと思います。講師は有限会社クロフネカンパ
ニーの代表取締役中村文昭様でございます。ご自分の経験を活かし
た講演活動は年間300講演を越し、好評を得ておられます。『お金で
なく、人のご縁ででっかく生きろ！』などの著作も出されています。
40周年記念事業講演会を企画いただいた総務委員会に感謝申し上
げます。どうぞ記念講演会を楽しんでいただけたらと思っております。
その後、井戸知事を始め行政関係者、友好関係者団体各位をお迎え
して、協会設立40周年記念総会懇親会の開催を予定しております。併
せてご参加いただきますようお願い申し上げます。本日の円滑な総会
進行を願いまして通常総会の挨拶とさせていただきます。本日もあり
がとうございます。そして、よろしくお願いいたします。
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■ 日 時 ： 令和元年5月27日（月）午後2時30分～
■ 場 所 ： ホテルクラウンパレス神戸5階
■ 総会出席者 64社   委任状提出者 24社   合計 88名

No.015
2019年8月

創立40周年記念総会創立40周年記念総会

■ 会長総会挨拶

活動報告活動報告

■ 日 時 ： 平成31年３月22日（金）、令和元年８月６日（火）兵庫県設備課幹部と兵庫県空調衛生工業協会との意見交換
兵庫県設備課 古川課長以下幹部と山口会長・小山会長以下当協会・電業協会が、来年度で終期を迎え
る建設労働者緊急育成支援事業の継続の要望や県予算の動向等など当面する課題について意見交換
した。

■ 日 時 ： 令和元年７月４日（木）～８月７日（水）建設労働者緊急育成支援事業「はじめての建設設備コース」の開催
３年目を迎えた令和元年度の「はじめての建築設備コース」が､１３名の受講生を集めて、７月４日から約１か月の講座を開始した。昨年度
は女性の受講生１名が注目を集めたが、今年の話題は何といってもすそ野の拡大で、受講生を送り出す定時制高校が２校から４校
に倍増した。開校式では、三田建設技能研修センターの依藤所長と当協会の山口会長、井戸副委員長等が受講生に激励のエール
を送り、受講生が一人ひとり、自己紹介と研修に臨む決意を述べた。

■ 日 時 ： 令和元年５月15日（水）「定時制・通信制高校との意見交換会」参加
山口会長・髙井未来ビジョン委員長・会員４社と事務局が電業協会と共に神戸市立神戸工科高校を訪れ、神戸市内の定時制・通信制高
校７校の進路指導担当教諭と求人・就職希望状況や現場見学会等の情報交換を行った。

■ 日 時 ： 平成31年３月26日（火）、令和元年７月23日（火）兵庫県建設業育成魅力アップ協議会に参画
兵庫県が設置する兵庫県建設業魅力アップ協議会に山口会長が委員として参画し、人材確保や処遇改善、
インターンシップの取組等について情報交換を行った。『はじめての建設設備コース』の研修風景を会場内で
放映し、来年度で終期を迎える建設労働者緊急育成支援事業の継続について、県県土整備部・産業労働
部、建設業振興基金等の各出席者が国土交通省・厚生労働省等関係先に働きかけるよう、協力を要請した。

山口　敬三　会長

進化！ 深化！ 真価！

令和元年度合同委員会(事業推進委員会)
令和元年度～２年度の予算特別・総務・技術環境・経営開発安全・広報・未来ビジョンの６委員会
の委員が任命され、６月１８日神戸市勤労会館に一堂に会して、合同委員会（事業推進委員会）が開
催され、２年間の活動がスタートした。実力テストやゆう和の発行、はじめての建築設備コース開始
等の日程が迫っており、各委員会とも初回から真剣な議論が行われた。

A i r - C o n d i t i o n i n g  &  P l u m b i n g  C o n t r a c t o r s  A s s o c i a t i o n  o f  H y o g o

「令和元年度１級管工事実力テスト」の実施
技術者・技能者の公的資格取得を支援する講習会の一環として、令和元年度一級管工事施工管理
技術検定学科試験の受験前講習として、模擬試験である「実力テスト」を実施した。今年度は、受
験会場を神戸会場（県民会館）に加え㈱但馬近畿工業のご協力により養父市内に但馬会場を設
け、初めて２会場とし、会員へのPRに努めた結果、昨年の15名を大幅に上回る23名が受験した。

■ 日 時 ： 令和元年７月21日（日）

■ 日 時 ： 令和元年６月18日（火）

編集後記

山口　敬三　株式会社山口商会
原田　高幸　株式会社原田工業所
山口　潤一　播磨設備株式会社
井戸　裕之　池水工業株式会社
齊藤　保晶　齊藤設備工業株式会社
髙井　豊司　髙井工業株式会社
髙谷　俊則　三神工業株式会社
西尾　強　  株式会社西尾設備
橋本　白民　日新工業株式会社
林　　藤雄　播州設備株式会社

理　事

副会長
会　長 原田　猛　　株式会社トラスト

平岡　秀文　伊丹産業設備株式会社
藤岡　建也　株式会社但馬近畿工業
松原　孝光　株式会社ツダ
松本　雅稔　株式会社スイカン
山本　繁之　山本鑿泉水道株式会社
山本　正幸　邦設備工業株式会社
佐藤　勝也　株式会社イトーヨーギョー
上杉　輝之　（一社）兵庫県空調衛生工業協会

監　事

令和元年度・令和2年度　改選役員

■表彰：お祝い贈呈
　●黄綬褒章　山口　潤一
　　11月14日　播磨設備株式会社

　●兵庫県自治賞　井戸　裕之
　　11月30日　池水工業株式会社

　今期より新体制となりました広報委員会から初のゆう和をお届けいたします。
　ゆう和の編集作業は、一言一句を真剣に、何度も何度も見返しますと、修正や変更したい箇所が自然と出てくるようになり
ます。それは、この設備業界を良くしたい、どうにかして魅力を伝えたいという我々の思いがそうさせているのだと、編集を通じて
気付かされ、最初は地味と感じた校正作業が、いかに重要か、また責任ある業務であるかと痛感し、考えを新たにしました。
　今後も「伝える」「伝わる」広報を目指してまいりますので、皆様のご指導ご協力のほど宜しくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会　松本 雅稔（㈱スイカン）

（敬称略）

（敬称略）
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井戸兵庫県知事、荒木副知事等の来賓、顧問である藤田議員、
野口議員、末松参議院議員秘書のほか、多数の会員・賛助会員
が参加され、盛大に懇親会が開催されました。
当日頂戴しましたご祝辞の概要は、それぞれ次のとおりです。

野口　裕　兵庫県議会議員
■ 顧問祝辞
　  藤田　孝夫　兵庫県議会議員

創立40周年記念  懇親会創立40周年記念  懇親会

■ 知事祝辞
　 井戸　敏三　兵庫県知事

■ 若年優秀者表彰状贈呈

■ 新入会員紹介

三神工業株式会社
濵西　千春

　空調衛生工業協会の40周年の懇親
会、心からお喜び申しあげます。また、顧
問を務めます私や野口先生も県議団も
毎回、意見交換をさせていただくことを
心から感謝しています。
　前回、兵庫県の所有するトイレの数や
いろいろなことを発表させていただきま
したが、予算委員会でまた次の新しいこ

とを発見いたしました。兵庫県の建物の総床面積は735万平方
メートルあるということ。大きさは、甲子園球場のアリーナを入れて
330個程度です。さらに、県民540万人で割ってみると、一人当たり
1.32平方メートルを所有していることになります。建物は必ず35年
くらいで設備の大幅改修、45年で建て替えになりますので、そろそ
ろ資産老朽化比率をきちんと出して公表したらどうかという質問を
予算委員会でやらせていきました。
　このテーマで、長崎県立大学に常任委員会で視察に行きました。
確かに古い建物なので耐震化したのかと思いましたら、外に別の
エネルギーセンターが造られ、大学施設全体を統合的に管理する
中央監視盤を備えた中央監視室で空調等の切り替えを行うといっ
た設計になっておりました。いずれにしましても、新しいビルのメン
テナンスのやり方はどんどん進化して、特に水廻り、空調廻りは日進
月歩大きく変わって参りました。皆様方の力添えが是非とも必要で
すし、老朽化にきちんと対応して、それを平準化した予算計上をし
ていくという作業が始まって参ります。県でも先ほど山口会長からの
お話にありましたとおり、600億、800億といわれます県庁周辺の大
きな建て替え工事が始まりますので、皆様方の様々な意見をいただ
きながら、ご協力を賜りたいと思います。
　私も10年間顧問をやって参りましたが、今後とも引き続き、頑
張って参りたいと思います。次の50周年に向けて空調衛生工業協
会の皆さんが益々発展されることを願って、会員のそれぞれの社業
の発展を心からお祈り申し上げてご挨拶といたします。おめでとう
ございます。

　本日は40周年記念、また新たに山口会
長が会長としてスタートされる大事な懇
親会にお招きいただきまして、心から感
謝を申しあげたいと思います。
　昨日からアメリカのトランプ大統領が
日本に来ておられますけれども、皇室外
交のトップバッターとして、アメリカの国
賓として、新しい令和の時代になって新し

い国賓を迎えました。日本が天皇、元号制を引いているのは、世界に
例がありません。江戸幕府の時代から明治、大正、昭和、平成と推移
し、令和の時代を迎えました。美しい日本をさらにうるわしくなごや
かに和していこうと、万葉集を典拠とする初めての元号が制定をさ
れました。私は、世界の大きな流れの中で、日本ほど特色を持った文
化を保ち続ける国はないと、令和という元号を通して実感をいたし
ております。
　しかしながら、どんな時代にあっても課題は続きます。空調衛生工
業協会を始め、建設業界において若い人が入ってこない、育たない
という課題です。会長からもお話がありましたが、高卒の新卒者を建
設労働者緊急育成支援事業などに皆さんにご協力いただいて講習
コースを設け、14名の方が講習を受けられ、11名の方が皆さんの
会社の方に就職をされたという大きな成果をもたらしてこられまし
た。しかし、この事業も31年度で国としての事業は終わってしまいま
す。今後も事業を継続するように国に働きかけていただいておりま
すが、国の事業であると同時に、兵庫県の範囲でこうした事業は結
果を継承し、また、次につなげていくという大事な事業ではないかと
思っております。
　新しいスタートに、新しい時代に、新しい時代の流れを踏まえて、
益々、協会が発展され、お一人おひとりの社業が繁栄されますことを
心からお祈り申しあげたいと思います。私自身も皆さん方の顧問と
して長い間、皆さん方と一緒にさまざまな事業を構築させていただ
きました。今日は、最後の顧問としてのご挨拶となりますが、心から
御礼を申しあげたいと思います。

　通常総会を無事に終えられ
ました。お喜び申しあげます。
　私は、これから関西の時代だ
と申しあげております。と言いま
すのは、秋にはラグビーワール
ドカップが、神戸ではイングラン
ド、アイルランド、スコットラン
ド、南アフリカの４試合が行わ
れます。2020年には東京オリン
ピック・パラリンピックが開催さ
れますが、日本に来て東京から

そのまま帰る人がいるはずがありません。関西に立ち寄って帰ると
思いますので、関西も賑わうことと思います。
　2021年には、生涯スポーツの世界大会「ワールドマスターズゲー
ムズ2021関西」が開かれます。生涯を通じてスポーツを行うことに
よって健康を持続させ、本人が健康と活力を高めるだけでなく、社会
の健康を持続させるという狙いで世界中の人たちが取り組んでいる
ものです。予選がなく、30歳以上なら誰でも参加できます。実を言う
と私はその会長をやっており、ぜひ皆さんにも参加していただきた
いと思います。その後の2021年秋には、神戸で世界パラ陸上競技
選手権大会が開催されます。そして、2025年には大阪で万国博覧
会が開かれます。早ければ2030年に北陸新幹線が新大阪まで届く
かもしれません。このように、関西が世界から、日本から注目される
流れが続きます。その流れの中で私たちは生活の向上を目指してい
かなければならないと考えております。私たちの生活の向上を支え
ていただいているのは、空調衛生の設備と環境です。皆様方にしっ
かりとした取り組みを期待申しあげたいと思っております。
　「異常気象　空調環境整えて　生活衛る　協会さらに」
　良き環境にするために空調環境を整える。私たちの命や生活を
守るために整える。そういう業界であることをさらに皆さんに自覚し
ていただきたいという思いをこめて詠ませていただきました。40周
年、本当におめでとうございます。これから50年、60年、70年を目指
して協会が、そしてそれぞれの企業の皆様方がご発展なさいますこ
とを、そしてご参会の皆様のご健康でのご活躍をお祈りしてお祝い
の挨拶とさせていただきます。おめでとうございます。

　

株式会社川島設備　 　 川島　和也
株式会社ASTCIA　　  平岡　秀和
加地設備機器株式会社  山崎　英彦

■ 感謝状贈呈

齊藤設備工業株式会社  　　　齊藤　保晶
三樹エンジニアリング株式会社  湯浅　勝
株式会社圓奈　　　　　　　　圓奈　猛
株式会社ダイユウ設備　　　　大川　貞雄
株式会社うがい商店　　　　　鵜飼　徹
株式会社三枝設備工業所　　　三枝　玄太

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）
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　僕の本業は、ご紹介いただいたように85席ほどのブッフェ形式
のレストランをやっています。A型就労支援事業所という障害者福
祉施設として、34人ほどいるスタッフの中で28人は障がいを持つ
人です。そのため、国からの300万円程度の助成金が受けられる
ため、障がいのある人に10万円以上が払えます。おまけに、繁盛
店が作れたら、売上の中から給料を渡すこともできるので、健常者
より稼ぐ障がいのある人がたくさんいます。こういったレストラン
の経営は他には事例がないため、日本中から毎日見学にたくさん
の人が来ています。そのおかげで、さらに売上も上がります。僕は、
障がいのある人を戦力として考えています。知的障がいのある人
は一つのことには徹底的に天才能力を持つ人もいて、生で小豆を
かじって産地を当てるという人が作るスイーツは大人気です。普
通の会社が作り出すことがないおもしろいものがたくさん出てく
るし、それを寄せ集めると魅力に変わるのです。
　三重県にはたくさんの限界集落があり、そこで暮らすお年寄り
は出荷するほどの作物の生産量は確保できないため、収入もあり
ません。そんな限界集落をまわり、レストランに納品することを念
頭に置いて少し本気で頑張ってくださいとお願いし、米や野菜を
納めていただいています。産業さえ興れば、都会やほかの地域か
らの人が移り住むことを促せるのではないかと思います。県の職
員食堂で後期高齢者の再雇用等の助成金を活用した採用をし
て、障がいのある人のサポート役をやっていただくといった運営
を導入すれば、全国の自治体から多くの人が見にくるシステムが
確立できるかもしれません。

　自立支援事業として、夏は北海道、冬は石垣島の大自然の中で
引き籠もりの子どもたちの心を再生させています。心のスイッチが
入れば頑張るようになっていくので、頑張った分はお金を渡して
あげたいと思っています。引き籠もっていた過去の闇を笑いに変
えて、みんなで作ったサツマイモで芋焼酎を作り、『引き籠もり焼
酎～親泣かせ～』、『ニート焼酎～スネかじり～』などとネーミング
し、作り手が何年家に籠もっていたかを三年古酒、五年古酒と
いった形でラベル表示がされています。笑いに変えることで心が
スカッと変わるものです。これを参考にして、名古屋で解体屋を経
営している友人が『粋塾』を主宰しています。引き籠もっている子
どもを社長自身が家まで迎えに行き、いろいろな話を聞いてあげ
て環境を変えてあげます。いろいろな体験をさせて一年が経つと
顔つきや雰囲気も全く変わり、卒業を迎えますが、ほとんどの子ど
もたちが社長の経営する解体屋で正社員になることを希望する
そうです。親から研修費や生活費をもらって人を育て、やる気満々
になった状態で入社してもらえます。見方を変えれば、こんなに効
率的な採用はありません。人を育てても長く続かない、若い人が
入ってこないと悩んでいる経営者の方々には少し違う角度からお
考えいただき、お役に立てればと思います。

　停学5回の末、高校を卒業。軽いノリで兄のいる東京に行き、昼
は日雇いの土木作業員、夕方からドーナツショップでアルバイト

をしていました。その頃の僕は文句ばかり言って、｢どうせ俺なん
て｣を口癖にするような人間でした。そんなある日、後に僕の師匠
となる熊本出身の人と焼鳥屋のカウンターで出会います。2時間
ほど会話をするうち、途中から涙が溢れて、最後には、｢僕は金と
将来性、世間体しか考えていませんでした。今、はっきりと答えが
分かりました。僕はあなたみたいな人間になりたい｣と言っていま
した。弟子にしてほしいと頼み込んだこの時が、僕の人生のスター
トだったと思います。
　1987年のバブル経済真っ只中のその時、誰もが今以上に稼ぐ
ために何をするかというお金の入口ばかりを考えている頃、26歳
の師匠はお金の出口の話をしてくれたのです。22歳で会社を倒
産させて借金まみれになりながらも軽トラで野菜を積んで八百屋
をやり、目を輝かせて這い上がりたい理由があると話をしてくれ
ました。僕はその思いに感動し、この人の役に立つ人間になって
みたいと思いました。どんな仕事をするかより、誰と一緒に生きる
か、誰と一緒に働くかの方がもう何倍も大切なことではないかと
心で感じたのです。
　そして、師匠のところに飛び込み、1日300円という過酷な日々
を過ごしました。給料袋を渡される時には、「好きなようには使わ
せない、頭にお金を使うように」と言われました。頭が人生を引っ
張っていくと。そして、いろいろな人に出会わなければいけないと
教えられました。そのため、修行時代であっても、18歳の時から必
ず新幹線ではグリーン車の通路側に座り、窓側に座っている人に
話しかけ続けました。人の話を聞くことは奇跡を起こします。ライ
ブ感のある学びなのです。

　グリーン車で話しかけるタイミングやコツを実践で学んでいく
中で気をつけたのは、話の腰を折らないこと、間で言葉を挟まな
いことでした。一つ目の相槌は｢すごいですね｣、二つ目は｢なるほ
どですね｣、三つ目が｢おもしろいですね｣。この鉄板の相槌で多く
のことを教えてもらいました。勉強するというのは、聴くに徹するこ
とだと思います。
　僕のコンサルタントをしている友人に聞いた話に、大阪・岸和田
の和菓子屋さんの例があります。お取り寄せブームが去り、2億を
かけて新たに建てた新工場の借金返済と景気の陰りで経営が苦
しくなった時、友人はその和菓子屋さんから相談を受けたそうで
す。そして、11人の従業員に1年間にひとり100人の経営者に会っ
て売上を上げる方法を聴くのではなく、仲良しになってくるように
言ったそうです。11人は本気になって実際に会いに行き、どんどん
質問して話を聴いてきたそうです。その結果、700万円だった年商
は1年後には270倍の20億円まで上がりました。自分で動いて自
分の強みを知り、自己成長するものに出会ったのでしょう。そして、
みんなの力を結集して学びを実践したから奇跡が起きたのです。
11人がとても素直だったことも大きな要因ですが、11人が100人
に会い、1年間で1,100人の応援団もできました。

　職業はごまんとあるけれど、仕事は一つ、人を喜ばせることで
す。人を喜ばせるというのは難しいことではなく、毎日チャンスに
溢れています。師匠曰く、1日生きていれば204回の頼まれごとが
あるそうです。それが、『頼まれごとは試されごと』。18歳の頃まで
の僕は、頼まれごとがあると舌打ちをしながら生きていました。頼
まれごとを面倒臭いと思う大半の18歳とは真逆のことをやるよう
に師匠に教えられ、頼まれた時にはニヤッと笑い、まぁ見ておけと
思いながら受け止めるクセをつけました。単なる使い走りとは次
元の違うものを見せてびっくりさせようと考えたのです。真夏の昼
間に水を買いに行ってほしいと頼まれると、汗をかいてオーバー
なくらい元気いっぱいに水を差し出します。すると、頼んだ人に
は、冷たいうちに水を届けようと走ってくれたと感じてもらえて、す
ごい心掛けだと誉めてもらえます。状況を考えて、相手の望むもの
を一言添えて手渡すだけで、気が利くということになるのです。こ
んな小さなことが、より一層相手には響き、人生の応援団も作るこ
とができます。僕の人生は、人を喜ばせ、毎日、ありがとうと言って
もらえる人生に師匠の言葉で変わりました。そして、それが将来に
大きな差を生むことになりました。
　21歳で独立してから折にふれ、師匠の言葉を思い出します。
人からこれをやれと言われて教えてもらってやるという形で、レスト
ランからクロフネブライダル、ウエディングプロデュースと進んでき
ました。出会いによって人生が変わり、多くを教えてもらいました。
　皆さんが社員さんに教えているうちは、経営者の思っている世
界の枠から抜け出すことはできません。社員さんの話をトコトン聴
き、社員さんが皆さんにどう思うかを尋ねてきた時こそが、心を開
いて皆さんの言葉を受け入れる瞬間です。皆さんは社員さんの気
持ちにスイッチが入り、エンジンが動き始めるのを応援するスタイ
ルでいることが、人を輝かせる組織づくりではないかと思います。

講師
有限会社クロフネカンパニー
代表取締役　中村　文昭　氏

空想の翼で駆けるように　～ 義肢装具作り48年 ～

創立40周年記念総会・講演会

「人のご縁で
 でっかく生きろ！」
「人のご縁で
 でっかく生きろ！」

PROFILE
1969年　三重県多気郡大台町に生まれる。18歳の時に家出同然で上京し、生涯の師匠となる人に出会い、弟子入り。一日300円で過ごす過酷な修行時代を経て、
六本木にて飲食店経営を任されました。21歳で三重県に戻り、伊勢市で飲食店クロフネをオープン。徹底したサービスが好評を博したため、お客様に大人気
となりました。現在は自身の経験を活かした講演活動の回数は年間300回を超えます。また、子育てや教育の講演会も年80回以上行い、若者の自立を支援す
る『クロフネファーム』や『粋塾』の立ち上げ等教育関係者からも大きな反響を呼んでいます。著書は、『お金でなく人のご縁ででっかく生きろ！』他多数。

障がいのある人、限界集落のお年寄り、
みんなに希望を与える事業を！

心のスイッチが入って、エンジンが動き出す
過去の闇を笑いに変えれば、心が変わる！

｢すごい｣のス、｢なるほど｣のナ、｢おもしろい｣のオ
スナオは、人に教えてもらう魔法の相槌！

『頼まれごとは試されごと』
見方を変えて、ありがとうだらけの人生を！

誰と一緒に生きるか、誰と一緒に働くか
涙と一緒に僕の人生がスタートした！

■ 涙を流した師匠の言葉 ■

　18歳の君が知っていることはこんなに小さい。その少

ない情報量で人生の着地点を決めるもったいない生き

方はするものじゃない。自分で想像して着地点を決める

より、もっと神がかり的な生き方がある。夢にも思わなか

ったような人生を生きてみろよ。想像もつかないような

役割をいただく人生を生きていってごらんなさい。生き

ていることが楽しくてたまらなくなるぞ。今日現在の君に

は想像もつかないような未来が必ず訪れる。それは、毎

日、人を喜ばせまくって生きることだ。職業はどうでもい

い、人にありがとうと言われる生き方をすることなんだ。



76

令和元年7月4日（木）～8月7日（水）　三田建設技能研修センターにて

午 前

【本館】
・オリエンテー
 ション
・開校式

【本館】
・安全衛生教育

【災害対策センター】
・設備工事とは？
 （基礎概論）
・現場見学①

【日立グローバル
ライフソリュー
ションズ㈱】
・エアコンの
　仕組みと種類
・冷凍サイクル
　ほか

【㈱ノーリツ総合
研修センター
（明石本社工場）】
・管材、継手の説明
・排水設備、消防設
　備について

【県立公園あわじ
花さじき（仮称）
便益施設棟外機
械設備工事】
・現場見学

【本館】
・CAD実習
　（Jw-CAD、図面
　の見方、午後か
　らの実習図面）

【実習棟】
・実務実習
　（鉄管の切断・
　ネ ジ切り、塩ビ
　融着工法など）

午 後

【TOTO㈱
（テクニカル
センター大阪）】
・水栓金具、洗面、
・水洗トイレの
 しくみと種類

【日立グローバル
ライフソリューショ
ンズ㈱】
・実習
　（冷媒配管の
　接続）

【㈱ノーリツ総合
研修センター
（明石本社工場）】
・給湯器の仕組み
　と種類

【県営小野垂井住
宅衛生設備工事】
・現場見学

【実習棟】
・実務実習
　（給水・給湯管の
　接合、水圧テスト
　など）

【本館】
・CAD実習
　（CAD操作、
　図面作成、
　住宅平面図面
　ほか）

齋藤（TOTO㈱）
樋口（TOTO㈱）

佐藤（㈱イトーヨーギョー）
佐竹（関西日立㈱）

金高（テラル㈱）
井戸（池水工業㈱）

小池（県設備課副課長） 山中（ハリマ設備工業㈱）
米井（黒崎水道建設㈱）

丸山（㈱モンノ）
山田（住田建設㈱）

佐竹（関西日立㈱）
伊藤（関西日立㈱）

小川（㈱ノーリツ）
瀬町（㈱ノーリツ）

藤井（藤井設備工業㈱） 齊藤（齊藤設備工事㈱）
山口（播磨設備㈱）

山中（ハリマ設備工業㈱）
米井（黒崎水道建設㈱）

日 程

曜 日

7／4

木

7／19

金

7／22

月

7／23

火

7／29

月

7／30

火

7／31

水

【本館】
・石綿取扱い
　従事者特別
　教育

【本館】
・石綿取扱い
　従事者特別
　教育
・閉校式

8／7

水

佐藤（㈱イトーヨーギョー）
藤井（藤井設備工業㈱）

講 師

講 師

建設労働者緊急育成支援事業を活用して、当協会が重点的に取り組んでいる三田建設技能研修センターでの「はじめての建築設備
コース」が開催されました。未来ビジョン委員会を中心に、7日間講師を担当。本年度の参加者は13名となりました。協会内外の多くの
方々にご協力いただき、全１ヶ月間の研修を終えました。

年度 月日 主要行事 会長 年度 月日 主要行事 会長

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

11月20日
12月   1日
12月   5日
12月   8日
12月14日
3月   5日
3月18日
4月21日
5月   7日
5月28日
10月   9日
1月21日
3月26日
5月16日
1月   6日
5月25日
8月17日
1月   6日
5月19日
5月19日
11月22日
1月   6日
2月   8日
5月25日
7月11日
1月   8日
5月28日
1月   8日
1月25日
5月26日
1月   8日
5月19日
7月   2日
1月   8日
5月19日
8月   3日
9月16日
5月12日
11月   9日
11月9日
1月   9日
3月23日
5月18日
6月26日
9月12日
12月   1日
1月   8日
4月23日
5月21日
10月17日
1月10日
5月12日
10月29日
1月11日
5月18日
11月16日
5月16日
9月   9日
10月26日
1月17日
5月30日
10月18日
11月18日
1月10日
1月17日
5月22日
7月10日
10月   8日
11月   7日
1月17日
1月20日
5月20日
6月3日
1月17日
1月20日

協会設立総会開催 
兵庫県知事から公益法人設立許可
協会設立登記完了 
協会設立式開催
協会定款・細則制定
協会設立届を提出・財務事務所 
協会設立届を提出・公正取引委員会
ゆう和創刊号発行
第2回通常総会開催
「80年代の建設業界のあり方」講演会開催
神戸市民病院で現場見学会開催・武庫工業高校設備科
ポートピア博工事現場見学会開催
第３回通常総会開催
第４回通常総会開催
新年交礼会開催
第５回通常総会開催 
工事賠償責任保険制度導入
新年交礼会開催
第６回通常総会開催 
現場見学会開催（県立武庫工業高校生）
設備技術教育研究会開催（県立武庫工業高校教員）
新年交礼会開催
兵庫県知事に前払い金制度に係る要望書提出
第７回通常総会開催
大蔵省・建設省に国費確保に係る要望書提出
新年交礼会開催 
第８回通常総会開催
新年交礼会開催 
ゆう和を新聞から冊子に改編
第９回通常総会開催 
新年交礼会開催
第10回通常総会開催
県都市住宅部との行政懇談会開始
新年交礼会開催
第11回通常総会開催
近畿地方整備局との行政懇談会開始
武庫工対象に須磨水族園工事現場見学会開催
第12回通常総会開催
創立10周年記念式典開催
協会シンボルマーク発表
新年交礼会開催
第13回通常総会開催
第14回通常総会開催
武庫工に民間人派遣実施
官公庁職員対象に技術研修会・空調設備コース開催
北京市を調査訪問
新年交礼会開催
第15回通常総会開催 
第16回通常総会開催
埼玉県空調衛生設備協会調査来県
新年交礼会開催
第17回通常総会開催
近畿空衛協会定例会議を開催
新年交礼会開催
第18回通常総会開催
建築設備技術者研修会を開催
第19回通常総会開催
創立15周年記念式典開催
空調衛生設備工事業界団体の全国会議開催
阪神淡路大震災発生、以後復旧工事に協会挙げて尽力
第20回通常総会開催
米国建築設備研修団派遣
防災・復興市民フォーラム・シンポジウム出席
新年交礼会開催
阪神淡路大震災追悼式・震災復興フォーラム出席
第21回通常総会開催
兵庫県都市整備協会に景観基金寄贈
欧州建築設備技術研修団派遣
震災チャリティーゴルフコンペ開催
震災犠牲者追悼式出席 
新年交礼会開催 
第22回通常総会開催
埼玉県空調衛生設備協会会員が研修来県
震災犠牲者追悼式出席 
新年交礼会開催 

建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
建部　進
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
瀬戸　栄史
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
圓奈　七郎
竹中萬治郎
竹中萬治郎
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1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

5月19日
7月22日
10月   1日
1月17日
1月20日
5月20日
11月   2日
1月20日
4月   7日
5月19日
11月13日
11月22日
1月19日
5月18日
11月   8日
11月30日
1月19日
1月20日
5月18日
12月17日
1月16日
5月29日
11月   6日
1月16日
5月24日
10月23日
12月   5日
1月13日
4月   1日
5月20日
8月21日
10月31日
1月18日
5月19日
10月19日
12月   1日
1月16日
5月22日
11月   8日
12月17日
1月15日
5月20日
11月   8日
1月15日
6月11日
11月18日
1月19日
5月18日
1月19日
4月12日
5月18日
1月19日
5月18日
1月19日
5月18日
1月19日
5月18日
6月27日
11月10日
1月19日
5月18日
10月24日
1月19日
3月19日
5月18日
1月19日
3月15日
5月18日
11月10日
1月19日
5月30日
6月   6日
1月19日
5月18日
7月   4日

第23回通常総会開催
若手社員による意見交換会開催 
住まい復興の集い出典 
震災犠牲者追悼式出席
新年交礼会開催
第24回通常総会開催
創立20周年記念開催
新年交礼会開催
協会ホームページ開設 
第25回通常総会開催
武庫工インターンシップ受入開始
若手経営者による座談会を開催
新年交礼会開催
第26回通常総会開催
アメリカ同時多発テロに義援金拠出
同座談会開催
新年交礼会開催
ゆう和デザイン・内容一新
第27回通常総会開催
井戸知事インタービュー実施
新年交礼会開催
第28回通常総会開催
親睦ゴルフ大会開催
新年交礼会開催
第29回通常総会開催
台風23号被災市町の復旧工事に尽力
中越地震災害義援金拠出
新年交礼会開催
武庫工業高校廃止
第30回通常総会開催
ハバロフスク兵庫県訪問団参加
ハリケーンカトリーナ義援金拠出
新年交礼会開催
第31回通常総会開
安全衛生大会開催・以後定例開催
兵庫県知事と災害時の機能復旧対策業務応援に係る協定
新年交礼会開催
第32回通常総会開催
親睦チャリティゴルフコンペ開催・以後定例開催
神田会長が井戸知事と対談
新年交礼会開催
第33回通常総会開催
但馬まるごと感動市参加・以後定例参加
新年交礼会開催
第34回通常総会開催 
創立30周年記念式典開催
新年交礼会開催
第35回通常総会開催
新年交礼会開催
東日本大震災義援金拠出
第36回通常総会開催・懇親会開催取り止め
新年交礼会開催
第37回通常総会開催
新年交礼会開催
第38回通常総会開催
新年交礼会開催・ホテルクラウンパレスに会場変更
第39回通常総会開催
協会事務所を現在地に移転
県立工業高校インターンシップ生受入再開
新年交礼会開催
第40回通常総会開催
兵庫県審査会で一般社団法人への移行承認
新年交礼会開催
一般社団法人移行認可
第41回通常総会開催
新年交礼会開催
女性座談会開催
第42回通常総会開催
求職者等を対象に「空調衛生基礎コース」開催
新年交礼会開催
第43回通常総会開催 
求職者・定時制工高生等対象の「はじめての建築設備コース」開始
新年交礼会開催
創立40周年記念総会・講演会・懇親会開催
求職者・定時制高校生対象の「はじめての建築設備コース」開始
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山口　敬三
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   0-10年　創生期  設立手続き・県立武庫工高設備科との連携
10-20年　発展期  海外調査・阪神淡路大震災復興

20-30年　継承期  県立武庫工高廃止・台風23号復興・災害応援協定締結
30-40年　再建期  財政再建・一般社団法人移行・多様な担い手確保 

兵庫県空調衛生工業協会40年の歩み兵庫県空調衛生工業協会40年の歩み

はじめての建築設備コース


